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2015 年 4 月 1日 記者会見資料 

特別養子縁組の普及および啓発 

～子どもたちに温かい家庭を～ 

背景・目的 

「国連子どもの権利条約」では、子どもは家庭環境の下で成長すべきであると定めており、子どもがすこや

かに成長するためには、家族を基盤とした家庭が大切です。しかし、日本では何らかの理由で産みの親と暮

らすことのできない子どものうち 85%が施設で生活しており、里親やファミリーホームなどの家庭的な環境で

暮らす子どもは 15％しかいません。また、産みの親が育てることができない子どもが、永続的な家庭で育つ

ための制度として「特別養子縁組」がありますが、その数は年間 300～400 件で、保護を必要とする子ども

のうち 1％程度にとどまっています。諸外国では、子どもが家庭で育つことが重要とされ、アメリカでは毎年約

5万人、イギリスでは約 5000 人の子どもが養子縁組により新しい家族を得ています。 

日本財団が2015年3月に実施した調査によると、「産みの親や親族のもとで暮らすことのできない子ども

はどこで育つのがよいか」という質問に対して、53.3％が「生涯親として育ててくれる養子縁組家庭」と答えて

います。また、「家族や知人が保護を必要とする子どもと養子縁組する場合、どう感じますか？」という問い

に対しては、平均では 23.7％が「好ましい」、36.8％が「知人はよいが家族は考えてしまう」と回答。しかし特

別養子縁組について認知している人に限ると 48.4％が「好ましい」と答えており、正しい理解の普及が大切

であることがうかがえます＇詳細は別紙参照（。 

日本財団は、産みの親が育てることのできない子どもが、できるだけ早く永続的な家庭で育つことのできる

社会の実現を目指して、特別養子縁組の普及・啓発活動に力を入れています。 

4 月 4 日を「養子の日」＇４と４で“ようし”（として啓発イベントを実施するほか、思いがけない妊娠をした女

性のための妊娠相談窓口のネットワークの強化、特別養子縁組にかかる法律の制定にむけた政策提言な

どを行っていく予定です。 

事業内容 

１．4 月 4 日 「養子＇ようし（の日」キャンペーン 

子どもが家庭で育つための特別養子縁組について社会全体の理解を深めてもらうことを目的として、4 月

4日を「養子＇ようし（の日」として、4 日と 5 日に養子縁組に関するキャンペーンを行います。 

■公開トークショー＆映画上映『うまれる ずっと、いっしょ。』

日時：4 月 4日＇土（13 時～17 時 

場所：渋谷ヒカリエ９階 ヒカエリエホールＢ 

内容：公開トークショーでは、自身も養子である女優のサヘル・ローズさんや、“赤ちゃんポスト”で

知られる「こうのとりのゆりかご」がある熊本県慈恵病院の蓮田太二院長などからお話しいた

だくほか、特別養子縁組の当事者ご家族らが登壇します。 
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■街頭キャンペーン

日時：4 月 4 日＇土（11 時～15 時 

場所：①渋谷ヒカリエ 1F イベントスクエア＇渋谷区渋谷 2-21-1（ 

②JR 品川駅中央改札内イベントスペース

③JR 恵比寿東口改札前スペース

④JR 原宿駅表参道口改札外イベントスペース

内容：チラシ配布などを通じて周知啓発を行います。 

渋谷ヒカリエ 1F では、11 時よりオープニングセレモニーを開催。 

午後のトークイベント登壇者＇一部（からもメッセージを頂きます。 

■特別養子縁組・里親制度説明会

日時：4 月 5日＇日（13 時～16 時   

場所：日本財団＇港区赤坂１－２－２（ 

内容：養子縁組当事者の話、養育里親について、民間養子縁組団体による説明など。 

２．妊娠相談窓口のネットワークの強化 

子どもの虐待死は0歳0カ月が最も多く、その多くが思いがけない妊娠によるものといわれています。妊娠

に悩む女性に、自分で育てるための社会資源や、特別養子縁組や里親制度などの選択肢を知ってもらうこ

とが、赤ちゃんの遺棄や、0歳から長期間施設で育つ子どもを減らすために有効と考えられます。妊娠相談

窓口の相談員に理解を深めてもらうために、全国の妊娠相談窓口の相談員を招待し、全国妊娠相談 SOS

ネットワーク会議を開催します。また、妊娠相談窓口で使用できるマニュアルを作成します。 

■全国妊娠相談 SOS ネットワーク会議

日時：2015 年 4 月 18日＇土（13 時～17 時 

4 月 19日＇日（9 時 30 分～16 時 30分 

場所：日本財団ビル２階 第 1～第 4会議室 

３．特別養子縁組にかかる法律の制定に向けた取り組み 

 特別養子縁組を国家が取り組むべき重要な児童福祉政策として位置づけ、併せて児童相談所や民間団

体が特別養子縁組の実践を行う実務について定める「養子縁組推進法＇仮称（」の制定に向けて、勉強会

や関係者への働きかけを行います。 

４．民間養子縁組団体への資金協力 

養子縁組を実践している民間団体が、より質の高い養子縁組を実践できるようになることを目指して、資

金的な協力を行います。 

５．養子縁組についての研修 

養子縁組を希望する夫婦や、里親支援機関・児童相談所等の関係者を対象にした研修を行います。 



～４月４日養子（ようし）の日キャンペーン～ 

“ 大人からたちから子どもたちへ 『 家庭 』という贈りもの ” 
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13：00~ 
17：00 

” ● 日時：2015 年 4 月 4 日（土）【受付開始 12：30】13：00-17：00

● 場所：渋谷ヒカリエ 9階 ヒカリエホール B

● 定員：200 名(事前申込制※一部当日受付)＊入場無料

● 出演者：

サヘル・ローズ氏（女優、タレント）

蓮田太二氏（慈恵病院理事長・院長） 

田尻由貴子氏（元慈恵病院看護部長・相談役） 

矢満田篤二氏（元愛知県児童相談所職員）  

養子当事者、養子縁組親子 

豪田トモ氏（映画「うまれる ずっと、いっしょ。」監督） 

総司会：大葉ナナコ（一般財団法人ベビー＆バースフレンドリー財団代表理事） 

モデレーター：安藤哲也（NPO 法人ファザーリング・ジャパン、タイガーマスク基金代表理事） 

  

 

サヘル・ローズ氏

《第１部》 13：00～14：30 

◇トークショー：サヘル・ローズ氏

◇トークセッション①：「こうのとりのゆりかご」と赤ちゃん縁組

（ご登壇：蓮田氏、田尻氏、矢満田氏、養子当事者等 進行：安藤氏、サヘル氏）

◇トークセッション②：子どもを迎えて

（登壇予定：養子縁組親子等 進行：安藤氏）

◇映画「うまれる ずっと、いっしょ」の豪田監督対談

《第 2部》 14：45～17：00 

映画上映「うまれる ずっと、いっしょ」（122 分） 

豪田監督のおはなし           ※出演者・プログラム等は当日一部変更になる可能性がございます。

40 万人が涙した感動作 ！！ 

ドキュメンタリー映画 

『うまれる』の監督・スタッフがおくる、 

新たな“いのちの物語” 

もっと、日本に。特別養子縁組
お問合わせ：日本財団「ハッピーゆりかごプロジェクト」事務局 http://happy-yurikago.net/ 

03-6229-5111  tokubetsu_youshi@ps.nippon-foundation.or.jp 




